
令和元年度「生徒の英語力強化のための英語指導力向上事業（英語教育改善プラン推進事業）」
～秩父市立尾田蒔中学校～

・現状の課題：生徒の発信力の強化 コミュニケーション能力の育成
・手だて：段階を追った積み重ねによる指導。 自分の考えを伝える活動、スピーチ・会話活動の充実

現状の課題

具体の取組の内容

成果① 成果② 今後の課題・方向性

・研究発表会は、1月29日に北部教育事務所管轄小中高等学

校対象に１年生の授業を公開し、取組を発表する予定である。
（参加予定５０人）

・法政大学飯野教授、北部教育事務所指導主事を指導者とし
て招き、7月31日に小・中学校合同英語研修会を実施した。

・飯野教授、北部教育事務所指導主事を指導者とし、10月16
日に３年生の公開授業を行った。中学校のCAN-DOリストを提
示し、小・中・高の英語担当教員と研究協議を行った。

☆小・中・高の系統性を考慮
したCAN-DOリストの作成。

☆授業中における生徒の会
話時間の増加

英語による発問・指示、生徒
の発言への切り返しに対す
る技能が向上し、英語学習
の喜び、言語活動の活性化、
授業の流れの向上が見られ
た。
スモールトーク
ペア学習Q＆A
クラスルームイングリッシュ
ALTとの会話・アクティビティ

・発信力向上のためには、自らの
考えを人に伝えたい、共有したい
という「意欲」とそれを伝えるため
の知識・技能を育成することが必
要である。
・系統性のある小・中・高のCAN-
DOリストの作成と実践。

・小学校、高等学校との連携の継
続。


